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1 はじめに 

『土木工事数量情報定義書（以下、本書という）』は国土技術政策総合研究所社会資本マネジメ

ント研究センター社会資本システム研究室（以下、国総研という）が配布する「設計数量管理機

能アプリ」において『国土交通省 土木工事数量算出要領』に従った「数量計算書」を保存する

ための XML ファイル（以下、数量集計表データ（XML）という）と CAD 等から出力され、「設

計数量管理機能アプリ」に読み込ませる XML ファイル（以下、土木工事数量算出要領数量集計表

形式 XML という）を定義したものである。これらの XML を合わせて、土木工事数量 XML と呼

称する。 

本書を活用し、土木工事数量算出要領数量集計表形式 XML を CAD や設計数量計算ソフトなど

から出力することで、数値の転記を省くことができ、転記による作業手間やミスによる手戻りを

無くすことで図面や計算書から「数量計算書」を効率的に作成することを期待して、本書を公開

する。 
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2 適用した規約等 

2.1 引用規格 

本書で引用・参照した規格は次のとおりである。 

[1] Extensible Markup Language （XML）1.0（Third Edition） （W3C Recommendation 04 February 

2004） 

[2] XML Schema Part 0: Primer Second Edition （W3C Recommendation 28 October 2004） 

[3] XML Schema Part 1: Structures （W3C Recommendation 2 May 2001） 

[4] XML Schema Part 2: DataType2 （W3C Recommendation 2 May 2001） 

[5] XML Path Language （XPath） Version 1.0 （W3C Recommendation 16 November 1999） 

 

2.2 データ形式と文字コード 

2.2.1 データ形式 

1. データを格納するファイル形式は、引用規格[1]に従うものとする。 

2. XML ファイル作成の基となる XML スキーマは、引用規格[2]~[5]に従うものとする。 

2.2.2 文字コード 

土木工事数量 XML ならびに XML スキーマファイルに使用する文字コードは、「UTF-8」ま

たは「UTF-16」とする。この理由は以下に拠る。 

XML に関連する規格の規定値は、ISO/IEC-10646（Unicode）であり、その他の文字コード

も宣言により使用可能であるが、規格上では保証されていない。 

XML ファイルは、何等かのソフトウェアにより処理されることが想定されるが、近年の実

装言語は ISO/IEC-10646（Unicode）を基本としており、他の文字コードの場合をこれらの言

語上で扱うためには、変換操作が必要となる。また、近年の PC 上の OS も ISO/IEC-10646

（Unicode）を基本としている。 
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2.3 用語説明 

表 2-1 に、本書で土木工事数量 XML の XML スキーマを定義するにあたって、参照する用語

解説を示す。 

 

【レベル】 

工事内容を細分化し、階層上に整理した工事工種体系における階層を表したもの。各レベル

の定義は表 2-1 を参照する。 

 

表 2-1 体系階層（レベル）の定義※1 

レベル 名称 内容 

レベル 0 事業区分 予算制度上および事業執行上の区分を中心とした区分 

レベル 1 工事区分 
工事発注ロットおよび発注者を考慮してレベル 0 を分割した

もの 

レベル 2 工種 
レベル 1 を構成する要素のうちで，一定の構造をもつ部位を

施工するための一連作業の総称 

レベル 3 種別 
体系全体の見通しを良くするため，レベル 2 とレベル 4 をつ

なぐレベル区分 

レベル 4 細別 
工事を構成する基本的な単位目的物もしくは単位仮設物で

あって，単位とともに契約数量を表示するレベル 

レベル 5 規格 
レベル 4 を構成する材料等の客観的な材質・規格ならびに契

約上明示する条件等 

レベル 6 積算要素 
レベル 4 の価格算定上の構成要素であって，基本的には契約

上明示しないもの． 

 

 
図 2-1 工種体系ツリーの例※2 

  

                                                        
※1 体系階層（レベル）の定義, 国⼟技術政策総合研究所社会資本マネジメント研究センター, 
<https://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/sekisan/tree/t1-2.pdf>. 
※2 令和 6 年度版⼯事⼯種体系ツリー, 国⼟技術政策総合研究所社会資本マネジメント研究セン
ター, <https://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/sekisan/tree/t-0604.pdf> 
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3 XML スキーマ解説 

3.1 全体構成 

図 3-1 に、本書で定義する XML スキーマに関する基本要素およびその構成を示す。 

 

図 3-1 基本要素と構成 
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3.2 表記方法の例 

表 3-1 解説の例（例：適用年月日） 

①要素名 適用年月日 

②パス /鏡ブロック/適用年月日 

③図 
 

④子要素 － 

⑤テキスト 

ノード 

データ型 工事工種体系ツリーコードの適用年月日を yyyymmdd 形式

で設定する。 xs:string 

⑥出現回数 1 

⑧内容 工事工種体系ツリーコードの適用年月日の情報 

 

表 3-2 解説の例（例：設問） 

①要素名 設問 

②パス /体系ブロック/体系/条件/設問 

③図 

 

④子要素 － 

⑥出現回数 1 

⑦属性 
番号 xs:integer 必須 設問を設定する。※ 

名称 xs:string 必須 設問名称を設定する。※ 

⑧内容 積算体系の選択条件・規格・積算条件の設定項目の説明情報 

 

※その他の項目として、“⑨記入例”が存在する。 

 

  



7 
 

表 3-3 標記項目と内容 

項目 内容 

①要素名 要素の名称。 

②パス スキーマ内におけるパス。 

③図 該当要素とその子要素との関連性を図化したもの。 

④子要素 要素に含まれる他の要素。 

⑤テキストノード 要素の値。データの型や記入内容を表記する。 

⑥出現回数 要素を使用できる回数を定義したもの。 

⑦属性 属性は要素の開始タグの中に指定することができ、その要素が表すデ

ータ構造について説明をさらに加えることができる。この欄には、属性

名とそれらの型、必須記入か否か、記入方法や例を表記する。 

⑧内容 要素の内容を説明。 

⑨記入例 要素の例。 
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3.3 要素の解説 

本書では、図 3-1 に記載されたすべての要素を定義する。 

要素名 ROOT 

パス / 

図 

 
子要素 鏡ブロック 体系ブロック 

属性 バージョン xs:string 必須 
定義書のバージョン情報 

“estimationXMLVer.1.0”を設定する。 

内容 ルート要素 
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3.3.1 鏡ブロック 

要素名 鏡ブロック 

パス /鏡ブロック 

図 

 
子要素 工事名 事業区分 工事区分 適用年月日 ソフトウェア情報 

出現回数 1 

内容 対象の工事に関する情報 

記入例 

<鏡ブロック> 

 <工事名>〇〇地区道路新設工事</工事名> 

 <事業区分>道路新設・改築</事業区分> 

 <工事区分>道路改良</工事区分> 

 <適用年月日>20250415</適用年月日> 

 <ソフトウェア情報>〇〇〇 ver.2.5</ソフトウェア情報> 

</鏡ブロック> 

 

 

3.3.2 工事名 

要素名 工事名 

パス /鏡ブロック/工事名 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 正式な工事・業務名称を設定する。 

xs:string 

出現回数 1 

内容 工事・業務名称情報 

 

  



10 
 

3.3.3 事業区分 

要素名 事業区分 

パス /鏡ブロック/事業区分 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 事業区分を設定する。※ 

xs:string 

出現回数 
0 または 1 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不要 

内容 事業区分情報 

※事業区分は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“L0 体系名称”を

参照する。 

 

3.3.4 工事区分 

要素名 工事区分 

パス /鏡ブロック/工事区分 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 工事区分を設定する。※ 

なお、複数の工事区分が対象となる場合、最初に出現する工

事区分を選択する。 

xs:string 

出現回数 
0 または 1 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不要 

内容 工事区分情報 

※工事区分は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“L1 体系名称”を

参照する。 
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3.3.5 適用年月日 

要素名 適用年月日 

パス /鏡ブロック/適用年月日 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 工事工種体系ツリーコードの適用年月日を yyyymmdd 形式

で設定する。 xs:string 

出現回数 1 

内容 工事工種体系ツリーコードの適用年月日の情報 

 

3.3.6 ソフトウェア情報 

要素名 ソフトウェア情報 

パス /鏡ブロック/ソフトウェア情報 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 土木工事数量XMLを出力したソフトウェアの名称について

バージョン番号を含めて設定する。 xs:string 

出現回数 1 

内容 土木工事数量 XML を出力したソフトウェアの情報 

 

  



12 
 

3.3.7 体系ブロック 

要素名 体系ブロック 

パス /体系ブロック 

図 
 

子要素 体系 

出現回数 1 

内容 積算に関する情報 

記入例 

<体系ブロック> 

 <体系> 

 ・・・・・・ 

 </体系> 

</体系ブロック> 
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3.3.8 体系 

要素名 体系 

パス /体系ブロック/体系 

図 

 

子要素 

【レベルが“0”,“1”,“2”,“3”の場合】 

レベル 番号 体系コード 名称 単位 体系 

 

【レベルが“4”の場合】 

レベル 番号 体系コード 名称 単位 規格 数量 単位数量 条件 体系 

出現回数 1 以上 

属性 

選択 xs:integer  ※設計数量管理機能以外の出力の場合、記

載不要 

属性 xs:integer  ※設計数量管理機能以外の出力の場合、記

載不要 

内容 積算体系項目に関する情報 
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記入例 

<体系> 

 <レベル>0</レベル> 

 <体系コード>1470700101</体系コード> 

 <名称>道路新設・改築</名称> 

 <単位>式</単位> 

 <体系> 

 ・・・・・ 

 </体系> 

</体系> 

 

【レベルが“4”の場合】 

<体系> 

 <レベル>4</> 

 <体系コード>1040901101</体系コード> 

 <名称>鉄筋</名称> 

 <単位>式</単位> 

 <数量>25.38</数量> 

 <条件 属性=”5” 区分=”1”> 

 ・・・・・ 

 </条件> 

</体系> 

CAD や設計計算ソフトなどから土木工事数量 XML を出力する際には設計・計算を実施し

た積算体系項目のみを出力すればよく、“選択”属性による設定の有無を示すことは不要であ

る。 

「設計数量管理機能アプリ」では設定した工事区分（レベル 1）の体系ツリーに関係するレ

ベル 2 以下の積算体系について設定していない項目も作成する。対象の積算項目において、

数量・規格・単位・条件が、下位の積算体系項目を含めて設定されていない場合は“選択”属

性に「0」が設定される。 

また、「設計数量管理機能アプリ」が自動作成した積算体系項目以外に別途積算体系項目を

追加する場合、追加した積算体系項目を対象とする体系タグには“属性”属性に「1」が設定

される。 
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【参考】「設計数量管理機能アプリ」が出力した“数量集計表データ（XML）”の場合 

<体系> 

   ・・・・・ 

   <体系> 

    <レベル>3</レベル> 

    ・・・・・ 

    <体系> 

     <レベル>4</レベル> 

     <番号>10</番号> 

     <体系コード 連番=”6” 枝番=”1”>104090XXXX</体系コード> 

     <名称>部材</名称> 

     <規格>部材種別 A</規格> 

     ・・・・・ 

    </体系> 

    <体系 属性=”1”> 

     <レベル>4</レベル> 

     <番号>10</番号> 

     <体系コード 連番=”9” 枝番=”2”>104090XXXX</体系コード> 

     <名称>部材</名称> 

     <規格>部材種別 B</規格> 

     ・・・・・ 

    </体系> 

   </体系> 

   <体系 選択=”0”> 

    <レベル>3</レベル> 

    ・・・・・ 

    <体系 選択=”0”> 

     <レベル>4</レベル> 

     ・・・・・ 

    </体系> 

   </体系> 

   ・・・・・ 

</体系> 
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体系レベルごとの記載方法については階層構造を持ち、以下の記入例のように、レベル"0"

の積算体系項目の子要素としてレベル"1"の積算体系項目、レベル"1"の積算体系項目の子要素

としてレベル"2"の積算体系項目の記載を行う。下位のレベル"2"、レベル"3"についても同様

の階層構造を持つ。 

 

【記入例】レベル 4 の積算体系を 1 つずつ持つレベル 3 の積算体系を 2 つ記載する場合 

<体系> 

 <レベル>0</レベル> 

 ・・・・・ 

 <体系> 

  <レベル>1</レベル> 

  ・・・・・ 

  <体系> 

   <レベル>2</レベル> 

   ・・・・・ 

   <体系> 

    <レベル>3</レベル> 

    ・・・・・ 

    <体系> 

     <レベル>4</レベル> 

     ・・・・・ 

    </体系> 

   </体系> 

   <体系> 

    <レベル>3</レベル> 

    ・・・・・ 

    <体系> 

     <レベル>4</レベル> 

     ・・・・・ 

    </体系> 

   </体系> 

  </体系> 

 </体系> 

</体系> 
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3.3.9 レベル 

要素名 レベル 

パス /体系ブロック/体系/レベル 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の積算体系レベルを設定する。 

xs:integer 

出現回数 1 

内容 

積算体系レベルに関する情報 

 

レベルはそれぞれ以下の項目を示す。詳細は「2.3 用語説明」を参照する。 

0：事業区分、1：工事区分、2：工種、3：種別、4：細別 

 

3.3.10 番号 

要素名 番号 

パス /体系ブロック/体系/番号 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 体系タグに対する一意となる連番を設定する 

xs:integer 

出現回数 0 または 1 

内容 
体系タグに対する一意となる連番を設定する 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不要。 
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3.3.11 体系コード 

要素名 体系コード 

パス /体系ブロック/体系/体系コード 

図 

 
子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の積算体系項目の体系管理番号を設定する。※ 

xs:string 

出現回数 1 

属性 

連番 xs:integer  同じコードの積算体系項目において一

意となる番号を設定する。 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、

記載不要 

枝番 xs:integer  ※設計数量管理機能以外の出力の場合、

記載不要 

内容 積算体系コードに関する情報 

※コードは国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“L●体系管理番号”

を参照する。 

 

3.3.12 名称 

要素名 名称 

パス /体系ブロック/体系/名称 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の体系管理番号の体系名称を設定する。※ 

xs:string 

出現回数 1 

内容 積算体系項目の体系名称に関する情報 

※体系名称は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“L●体系名称”を

参照する。 
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3.3.13 単位 

要素名 単位 

パス /体系ブロック/体系/単位 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の積算体系項目の単位を設定する。※ 

xs:string 

出現回数 1 

内容 積算体系項目の単位に関する情報 

※単位は対象の積算体系項目のレベルが 0~3 の場合は“式”、 

レベル 4 の場合は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“積算用単

位”を参照する。 

 

3.3.14 規格 

要素名 規格 

パス /体系ブロック/体系/規格 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 設定した規格を半角スペース区切りで繋いで設定する。※ 

xs:string 

出現回数 0 または 1 

内容 

積算体系項目の規格に関する情報 

本情報は対象の積算体系項目がレベル 4 の場合に設定する。 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不要 

規格は対象の積算体系項目の子要素で設定した回答タグの「名称」属性の値を指す。 
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3.3.15 数量 

要素名 数量 

パス /体系ブロック/体系/数量 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の積算体系項目の数量を設定する。 

xs:double 

出現回数 0 または 1 

属性 計 xs:string  
※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不

要 

内容 
積算体系項目の数量に関する情報 

本情報は対象の積算体系項目がレベル 4 の場合に設定する。 

 

3.3.16 単位数量 

要素名 単位数量 

パス /体系ブロック/体系/単位数量 

図 
 

子要素 － 

テキスト 

ノード 

データ型 対象の積算体系項目の単位数量を設定する。※ 

xs:string 

出現回数 0 または 1 

内容 

積算体系項目の単位数量に関する情報 

本情報は対象の積算体系項目がレベル 4 の場合に設定する。 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記載不要 

※積算体系項目に設定する単位数量については各種積算基準を参照する。 

 

  



21 
 

3.3.17 条件 

要素名 条件 

パス /体系ブロック/体系/条件 

図 

 

子要素 設問 回答 

出現回数 0 以上 

属性 
属性 xs:integer 必須 設問条件を 4~7 の値で設定する。※ 

区分 xs:integer 必須 設問入力方法を 1~4 の値で設定する。※ 

内容 
積算体系のレベル 5（規格）の“属性”、“区分”に関する情報 

本情報は対象の積算体系項目がレベル 4 の場合に設定する。 

記入例 

<体系> 

 <レベル>4</レベル> 

 ・・・・・ 

 <条件 属性=”5” 区分=”1”> 

  <設問 番号=”1” 名称=”鉄筋規格” /> 

  <回答 番号=”1” 名称=”SD295 D10”> 

 </条件> 

 <条件 属性=”6” 区分=”2”> 

  <設問 番号=”2” 名称=”横組鉄筋費” /> 

  <回答 番号=”1” 名称=”横組鉄筋工” 単位=”t” 

   コード=”WB473910”/> 

 </条件> 

 ・・・・・ 

</体系> 

※設問条件・設問入力方法については「工事工種体系ツリーコードデータ」の“属性”、“区

分”を参照する。なお、それぞれの値が示す意味は表 3-4、表 3-5 を参照する。 
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表 3-4 設問条件 値一覧 

値 内容 

4 施工単価の絞り込み条件 

5 規格 

6 施工単価データの選択 

7 歩掛条件 

 

表 3-5 設問入力方法 値一覧 

値 内容 

4 単一選択 

5 複数選択 

6 数値入力 

7 文字入力 

 

3.3.18 設問 

要素名 設問 

パス /体系ブロック/体系/条件/設問 

図 

 

子要素 － 

出現回数 1 

属性 
番号 xs:integer 必須 設問を設定する。※ 

名称 xs:string 必須 設問名称を設定する。※ 

内容 積算体系のレベル 5（規格）に関する設定項目情報 

※設問・設問名称は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の“設問”、“設

問名称”を参照する。 
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3.3.19 回答 

要素名 回答 

パス /体系ブロック/体系/条件/回答 

図 

 

子要素 － 

出現回数 1 

属性 

番号 xs:integer 必須 回答を設定する。※ 

名称 xs:string 必須 回答名称を設定する。※ 

単位 xs:string  回答単位を設定する。※ 

コード xs:string  回答項目の ST コードを設定する。 

※設計数量管理機能以外の出力の場合、記

載不要である。 

内容 積算体系のレベル 5（規格）に関する設定値情報 

※回答・回答名称・回答単位は国総研の配布する「工事工種体系ツリーコードデータ」の

“回答”、“回答名称”、“回答単位”を参照する。また、“回答単位”の記載のない行は、

記載不要である。 
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4 サンプルデータ 

本書の理解を得やすくすることを目的に作成した土木工事数量算出要領数量集計表形式 XML

のサンプルデータを以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

<ROOT バージョン="estimationXMLVer.1.0"> 

  <鏡ブロック> 

    <工事名>ヒアリングデモ用数量集計表（測点情報入力用）</工事名> 

    <事業区分>道路新設･改築</事業区分> 

    <工事区分>道路改良</工事区分> 

    <適用年月日>20230501</適用年月日> 

    <ソフトウェア情報>〇〇〇 ver.2.5</ソフトウェア情報> 

  </鏡ブロック> 

  <体系ブロック> 

    <体系> 

      <レベル>0</レベル> 

      <体系コード>1470700101</体系コード> 

      <名称>道路新設･改築</名称> 

      <単位>式</単位> 

      <体系> 

        <レベル>1</レベル> 

        <体系コード>1301600101</体系コード> 

        <名称>道路改良</名称> 

        <単位>式</単位> 

        <体系> 

          <レベル>2</レベル> 

          <体系コード>1000500102</体系コード> 

          <名称>道路土工</名称> 

          <単位>式</単位> 

          <体系> 

            <レベル>3</レベル> 

            <体系コード>1000600106</体系コード> 

            <名称>掘削工</名称> 

            <単位>式</単位> 

            <体系> 

              <レベル>4</レベル> 

              <体系コード>B000705101</体系コード> 
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              <名称>掘削</名称> 

              <単位>m3</単位> 

              <数量>38.8</数量> 

              <条件 属性="5" 区分="1"> 

                <設問 番号="1" 名称="土質"/> 

                <回答 番号="1" 名称="土砂"/> 

              </条件> 

              <条件 属性="5" 区分="1"> 

                <設問 番号="2" 名称="施工方法"/> 

                <回答 番号="1" 名称="ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ"/> 

              </条件> 

              <条件 属性="5" 区分="1"> 

                <設問 番号="3" 名称="押土の有無"/> 

                <回答 番号="2" 名称="押土無"/> 

              </条件> 

              <条件 属性="5" 区分="1"> 

                <設問 番号="4" 名称="障害の有無"/> 

                <回答 番号="1" 名称="障害無"/> 

              </条件> 

              <条件 属性="5" 区分="1"> 

                <設問 番号="5" 名称="施工数量"/> 

                <回答 番号="3" 名称="5,000m3 未満"/> 

              </条件> 

              <条件 属性="6" 区分="2"> 

                <設問 番号="6" 名称="掘削費"/> 

                <回答 番号="1" 名称="掘削" 単位="ｍ３" コード="CB210100"/> 

              </条件> 

              ・・・・・・ 

  </体系ブロック> 

</ROOT> 
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5 土木工事数量 XML のスキーマ 

土木工事数量 XML の XML スキーマを以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns="https://www.nilim.go.jp" 

targetNamespace="https://www.nilim.go.jp" elementFormDefault="qualified"> 

 <xs:element name="ROOT"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:choice minOccurs="2" maxOccurs="2"> 

    <xs:element ref="鏡ブロック" minOccurs="1"/> 

    <xs:element ref="体系ブロック" minOccurs="1"/> 

   </xs:choice> 

   <xs:attribute name="バージョン" type="xs:string" use="required"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="鏡ブロック"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:choice minOccurs="3" maxOccurs="unbounded"> 

    <xs:element name="工事名" type="xs:string" minOccurs="1"/> 

    <xs:element name="事業区分" type="xs:string" minOccurs="0"/> 

    <xs:element name="工事区分" type="xs:string" minOccurs="0"/> 

    <xs:element name=" 適 用 年 月 日 " type="xs:string" 

minOccurs="1"/> 

    <xs:element name=" ソ フ ト ウ ェ ア 情 報 " type="xs:string" 

minOccurs="1"/> 

   </xs:choice> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="体系ブロック"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:choice maxOccurs="unbounded"> 

    <xs:element ref="体系"/> 

   </xs:choice> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="体系"> 

  <xs:complexType> 
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   <xs:choice maxOccurs="unbounded"> 

    <xs:element name="レベル" type="xs:integer" minOccurs="1"/> 

    <xs:element name="番号" type="xs:integer" minOccurs="0"/> 

    <xs:element name=" 体 系 コ ー ド " type="xs:string" 

minOccurs="1"/> 

    <xs:element name="名称" type="xs:string" minOccurs="1"/> 

    <xs:element name="単位" type="xs:string" minOccurs="1"/> 

    <xs:element name="規格" type="xs:string" minOccurs="0"/> 

    <xs:element name="数量" type="xs:double" minOccurs="0"/> 

    <xs:element name="単位数量" type="xs:string" minOccurs="0"/> 

    <xs:element ref="条件" minOccurs="0"/> 

    <xs:element ref="体系"/> 

   </xs:choice> 

   <xs:attribute name="選択" type="xs:integer"/> 

   <xs:attribute name="属性" type="xs:integer"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="体系コード"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:attribute name="連番" type="xs:integer"/> 

   <xs:attribute name="枝番" type="xs:integer"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="数量"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:attribute name="計" type="xs:double"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="条件"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:choice minOccurs="2" maxOccurs="2"> 

    <xs:element ref="設問" minOccurs="1" maxOccurs="1"/> 

    <xs:element ref="回答" minOccurs="1" maxOccurs="1"/> 

   </xs:choice> 

   <xs:attribute name="属性" type="xs:integer" use="required"/> 

   <xs:attribute name="区分" type="xs:integer" use="required"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 
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 <xs:element name="設問"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:attribute name="番号" type="xs:integer" use="required"/> 

   <xs:attribute name="名称" type="xs:string" use="required"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

 <xs:element name="回答"> 

  <xs:complexType> 

   <xs:attribute name="番号" type="xs:integer" use="required"/> 

   <xs:attribute name="名称" type="xs:string" use="required"/> 

   <xs:attribute name="単位" type="xs:string"/> 

   <xs:attribute name="コード" type="xs:string"/> 

  </xs:complexType> 

 </xs:element> 

</xs:schema> 

 

 


